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ボートで家族サービス
可--

自然運動公園プールが、 9月20日からボート場としてオープンしました。流水プール(1周 221ω

には、ハンドル操作で前後左右に動かすことができる「パンパーボート(=写真)J が 5そう浮かんで

います。また、浅い徒歩プールには、プール外から遠隔操縦して遊ぶ「リモコンボート J 6そうが用

意されています。ボート場は11月 3日まで、 毎土 ・日曜日と祝日 の午前10時から午後 3時30分まで開

場しています。
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と
こ
ろ
・
:
総
合
展
示
館
(
上
回
公
園

内
)

入
場
料
・
:
一
般
二
百
円
、
高
校
生
百

円
、
小
中
学
生
五
十
円

( 9月1日現在)

117，158人

57，226人

59，932人

36，930世帯

(+ 25) 

(ー 13)

(+ 38) 

(-33) 

)内は前月比です。

市民の動き

総人口

男

女

世帯数

主な内容

9月定例市議会、生活道路の整備に 4億 ・・・・・.2・3ペー ジ

保育園・ 62年度の入国受付一一-一......一一一-一..4・5ページ

市民ふれあい広場を開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6ページ
10月10日は い目の愛護デ一応...........................7ページ

カメラレポ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........8・9ペー ジ

お知らせ・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・ ・ ・・・・・・・・ 10~12ペー ジ
おくやみ・・・・ .................................................12ペー ジ

地震防災特集・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・特集 1・2ペー ジ
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上
田
バ
イ
パ
ス
・
蛇
沢
橋
の
橋
脚
が

ほ
ぼ
完
成

え広報う

億の整備に4

，事 967号~ 967号~

を路
などを重点、に補正農林

9月市議会で決まった61年度予算

補 正予算額

一 般 会計 11億5，341万3千円

特別会 計 973万8千円

予 算 *、公也、 額

一 般 会計 214億5，778万9千円

[特別会 計 | 103億9，775万7千円

九
月
市
議
会
定
例
会
が
、
九
月
四

日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
十
六
日
間
の

会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
案
」
、
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
」
な
ど
二
十
五
議
案
が

審
議
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

主
な
条
例
の
改
正
・
制
定

-
上
田
市
手
教
料
条
例
の
一
部
改
正

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い

戸
籍
の
付
票
の
閲
覧
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
改
正
し
ま
し
た
。

.

.
 ト
占
悶
凶
古
叩
綱
相
洛
木
閉
剛
車
京
倒
山

の

-
m酎
荷
帆
正 (特別会計には産院事業も含む)

このように使います
一般会計補正予算の主な内容

(総務費 〉

じ>(仮称)上田地域 テ レ 卜ピア情報

センタ ー鮒への出資金・・・・・・・・・・・・・・・2，600万円

〈民生費 〉

b環境整備工事費

(宮之上、緑が丘西地区)一..........1，401万円

ぐ農林水づ語蚕〕
b健康増進施設の工事費

(上室賀へ体育館建設)一一-一・・・・・7，550万円

c>土地基盤整備(神科樋の口地区)

.....5，016万5千円

旧
女
子
浴
場
を
専
用
客
室
に
改
造

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
使
用
料
中

に
所
要
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

-
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

条
例
の
一
部
改
正

社
会
保
険
、
共
済
組
合
お
よ
び
国

民
健
康
保
険
の
助
産
費
の
改
定
と
他

市
町
村
の
使
用
料
の
実
態
な
ど
を
考

慮
し
、
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
使

用
料
の
改
定
を
し
ま
し
た
。

国
上
田
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

制
定

行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
お
よ
ぴ

絃
且
理
に
間
間
十

v
る
仲
広
角
田
昨
の
肱
貯
汀
に
ト
ゐ
り
、

じ〉水路、農道の整備

(常国堰、長島、染屋、岩門).........2，090万円

(商工費 〉

じ〉商業活性化研究会へ補助金・・・・・・......100万円

じ〉附キャプテン信州、|への広告宣伝料

(キャプテ ンサー ビスによる情報提供)20万円

b観光案内板の設置

(上田駅から上田城まで)・・・・・・・・・50万円

(土木費〉

じ〉道路新設改良費(一般市道)一・・・・・一-…一 4億円

じ〉河)11用悪水路の改修工事・一.........3，500万円

C〉上田駅大星線の用地費、補償費......1億50万円

〈教育費 )

仁〉上田真田陣太鼓シンガポール

共和国派遣補助金・・.............30万円

て
い
る
が
、
こ
の
制
度
は
国
民
の
少

額
な
貯
蓄
を
保
護
し
、
わ
が
国
の
貯

蓄
奨
励
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も

に
、
国
民
生
活
の
維
持
と
福
社
向
上

に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
極
め
て
大

き
な
も
の
が
あ
る
。

よ

っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

こ
れ
ら
の
現
実
を
踏
ま
え
、
少
額
貯

蓄
非
課
税
制
度
を
存
続
さ
せ
る
よ
う

要
請
す
る
。

火
入
れ

(上
田
市
の
森
林
ま
た
は
森

林
の
周
囲

一
キ
ロ

メ
ー
ト

ル
の
範
囲

内
の
土
地
に
お
け
る
)
に
関
す
る
許

可
権
者
が
市
長
村
長
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
森
林
法
に
基
づ
く
火
入
れ
の

許
可
事
務
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

見

書

意

-
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続
に

関
す
る
意
見
書

政
府
税
制
調
査
会
は
、
税
制
の
抜

本
的
改
革
を
行
う
観
点
か
ら
少
額
貯

量
闘
士
升
南
部
臼
悦
削
制
昨
恨
の
同
九
市
直

l
r
r悼
快
討
叫
!
し

議党

議霊

刊
用
7
日
か
ら

市
の
組
織
を
一
部
改
正
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生活道路
土木・農林

市
民
の
皆
さ
ん
が
期
待
し
て
い
る

関
越
道
上
越
線
の
建
設
は
、
今
年

一

月
の
「
国
幹
審
」
に
お
い
て
、
「
整
備

計
画
路
線
」
に
格
上
げ
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

建
設
省
は
、
日
本
道
路
公
団
に
対

し
、
「
国
幹
審
」
の
開
催
さ
れ
た

一
月

二
十

一
日
付
で
調
査
指
示
を
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
た
日
本
道
路
公

9月

市議会

定例会

一

'九

一

-

z凶

'h'

-

一

評
に
一
ギ

一

一

鮭

嶺

光

一

一

定

査

臆

‘

一

一

固

審

笠

4
一

日

E

E

-

-

-

-

aF

-

九
月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委
員

一

九
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産

一

九
月
定
例
市
議
会
で
、
公
平
委
員

に
桜
井
広
男
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同

一
評
価
審
査
委
員
に
小
笠
原
光
三
さ
ん

一
石
川
允
さ
ん
の
後
任
と
し
て
、
木

意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
が
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任
さ

一
村
輝
夫
さ
ん
が
、
市
議
会
の
同
意
を

一
小引いはれ一一
戸

'

一

噌

M
Mい
づ
し
た
。

桜
井
広
男
さ
ん
(
六
十
五
歳
、
天
神

一
小
笠
原
光
三
さ
ん
(
五
十
二
歳
、
中

一
木
村
輝
夫
さ
ん
(
五
十
九
歳
、
中
央

四
|
一

九
|
一

六

・

南

天

神

町

)

央

西

一
|
三
l
一
二

・

北

大

手

)

六

|

四

|
三
七
・
鍛
冶
町
)

歴
・
:
長
野
師
範
学
校
本
科
卒
業
、
歴
・
:
学
習
院
大
学
政
経
学
部
卒
歴
:
・
日
本
大
学
付
属
第
三
中
学

丸
子
中
学
校
長
、
上
小
校
長
会
連
業
、
鮒
小
西
屋
代
表
取
締
役
社
長
、
校
卒
業
、
上
小
勤
労
者
生
活
協
同

合
会
会
長
、
上
田
市
教
育
委
員
会
長
野
県
菓
子
卸
商
協
同
組
合
副
理
組
合
専
務
理
事
、
長
野
県
生
活
協

委

員

・

教

育

長

事

長

、

上

田

商

工

会

議

所

常

議

員

同

組

合

連

合

会

副

会

長

戸
籍
の
付
票
の
閲
覧
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
改
正
し
ま
し
た
。

-
上
田
市
相
染
閣
条
例
の
一
部
改
正

教育委員に

桜井広男さん

関
越
道
上
越
線
の
調
査
始
ま
る

交
通
対
策
課
高
速
交
通
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
6
9

団
は
、
そ
の
後
佐
久
i
更
埴
聞
の
建

設
担
当
局
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
上
田
市
を
含
む

佐
久
i
坂
城
間
に
つ
い
て
は
、
東
京

第
二
建
設
局
、
坂
城
i
更
埴
聞
に
つ

い
て
は
名
古
屋
建
設
局
と
な
り
ま
し

た
次
に
、
日
本
道
路
公
団
が
計
画
し
て

い
る
本
年
度
事
業
の
あ
ら
ま
し
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

制
定

行
政
事
務
の
簡
素
合
理
化
お
よ
び

整
理
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

ま
ず
、
沿
線
の
状
況
把
握
の
た
め
、

航
空
測
量
に
よ
る
「
地
形
図
」
の
作

成
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
業
に
あ
た

っ
て
は
、
沿
線
に
数
箇
所
、
航
空
機

の
飛
行
の
目
標
と
な
る
対
空
標
識
の

設
置
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

第
二
に
、
地
形
・
地
質
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
現
地

踏
査
に
よ
る
現
況
の
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
に
は
直
接
公
団

職
員
あ
る
い
は
、
調
査
依
頼
を
受
け

た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
社
員
が

現
地
に
入
り
調
査
を
し
ま
す
の
で
、

政
府
税
制
調
査
会
は
、
税
制
の
抜

本
的
改
革
を
行
う
観
点
か
ら
少
額
貯

蓄
非
課
税
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

公平委員に

木村輝夫さん

沿
線
の
皆
さ
ん
の
ご
了
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
三
に
、
沿
線
の
道
路
・
水
路
・
公

共
施
設
な
ど
の
状
況
把
握
の
た
め
、

関
連
公
共
事
業
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

-

以
上
、
最
近
の
経
過
と
事
業
計
画

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
上
岡
市
と
し
て
は

一
日
も
早
い

高
速
道
路
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

こ
の
調
査
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議

組

閣

川
山
同
円
必
|
門
口
神

μ-Mン

市
の
組
織
第
二
部
改
正

市
で
は
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
十
月

一
日
付
で
組

織
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

商
工
部

・
商
工
課
で
は
、
計
量
係
を
廃
し

こ
れ
を
商
工
振
興
係

へ
含
め
、
企

業
立
地
係
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
工
場
団
地
の
整
備
、
浅
間
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
関
連
の
企
業
立
地
に

関
す
る
業
務
の
対
応
を
す
る
も
の

で
す
。

-
市
民
会
館
に
付
属
し
て
い
た
公

園
管
理
事
務
所
を
独
立
さ
せ
、
課

長
職
を
配
置
し
て
上
田
城
跡
公
園

整
備
の
充
実
を
図
ろ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

建
設
部

・
都
市
計
画
課

へ
都
市
開
発
係
を

新
設
し
、
駅
前
周
辺
整
備
や
都
市

開
発
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

交
通
対
策
局

・
国
道
バ
イ
パ
ス
課
に
つ
い
て
は
、

バ
イ
パ
ス
用
地
関
連
業
務
が
ほ
ぽ

終
了
し
た
こ
と
か
ら
一

係
に
減
ら

し
ま
し
た
。

塩
田
支
所

・
次
長
制
を
廃
止
し
ま
し
た
。
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健
や
か
で
、
山
豊
か
な
子
供
に

回
年
度
の
入

保
育
闘
は
、
保
育
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
礼
幼
児
を
預
か
り
、

家
庭
の

保
護
者
に
か
わ

っ
て
保
育
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

来
年
四
月
に
保
育
園
へ
入
園
を
希

望
す
る
児
童
の
た
め
に
、
次
の
と
お

り
各
保
育
園
(
公
・
私
立

受
付
を
行
い
ま
す
。

入
国
で
き
る
基
準

入
国
で
き
る
児
童
は
、
次
の
①
か

ら
⑦
ま
で
の
場
合
で
、
母
親
以
外
の

お
問
い
合
わ
せ
は
保
育
課
へ

位。
4
1
0
0
・
内
線

3
8
2
・
有
線
②
0
8
0
1

手
づ
く
り
給
食
で

‘
，
骨
‘
』

で
入
園

.. 
Jι 

付

人
が
児
童
を
保
育
で
き
る
場
合
は
、

原
則
と
し
て
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

〈
入
国
の
基
準
〉

①
母
親
が
外
で
働
い
て
い
る
。

②
母
親
が
子
供
と
離
れ
て
家
庭
内
で

特
定
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

③
母
親
が
い
な
い
。

④
母
親
が
出
産
の
前
後
か
病
気

⑤
母
親
が
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
。

⑥
家
庭
の
災
害。

⑦
特
別
の
事
情
で
市
長
が
認
め
た
場

合

長
時
間
保
育

長
時
間
保
育
を
実
施
し
て
い
る
保

育
園
は
別
表
(
五

ペ
ー
ジ
)
の
と
お

り
で
す
。
こ
の
場
合
、
長
時
間
保
育

料
を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
園
で
相
談
の
う
え
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

障
害
児
保
育

集
団
生
活
が
可
能
で
通
園
で
き
る

値
切

A
ロ
に
、
由
開
l

し
川込
み
争
、忍人
け
品
川
け
ま

中
干
す
y

。
こ
の
た
め
年
間
計
画
に
よ
り
、

子

供

一
人
ひ
と
り
の
発
達
に
合
わ
せ
た

す
。
受
入
体
制
を
考
慮
し
ま
す
の
で

保
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

入
園
申
請
書

申
請
書
は
、
在
園
児
に
つ
い
て
は

各
保
育
園
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。
新

た
に
入
国
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

各
保
育
園
、
保
育
謀
、
各
支
所
ま
た

は
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
別
表
の
決
め
ら
れ

た
日
に
希
望
す
る
保
育
園
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い

。
添
付
書
類

①
家
族
で
収
入
が
あ
る
人
の
六
十

一

年
分
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で
す
が
、

一
月
末
に
な
ら
な
い
と
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、

二
月

一
日
か
ら
同

九
日
ま
で
に
保
育
園
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い

。

②
内
職
や
パ
ー
ト
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に

事
業
所
の
証
明
が
、
病
人
の
看
護

ま
た
は
母
親
が
病
気
の
場
合
は
そ

の
診
断
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で

す
。

①
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
、
凪
川守
子
手
相快品
、お
同
九
せノ
¥
だ

〈
ゆ
和

会
民
〉

栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
た
献
立

で
、
新
鮮
な
材
料
を
使

っ
て
、
手
づ
く

さ
い
。

④
母
親
以
外
に
同
居
の
祖
父
母
が
い

る
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
は
、

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
(
診
断
書
な
ど
)
が
必
要
で

す
。

⑤
自
営
業
や
農
業
な
ど
に
よ
り
確
定

申
告
す
る
人
は
、
確
定
申
告
後、

申
請
書
控
を
二
月
十
六
日
か
ら
三

月
十
六
日
ま
で
に
保
育
課
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

中
途
入
園

年
の
中
途
で
も
、
保
育
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
入
国

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

定
員
な
ど
の
関
係
で
希
望
す
る
聞
に

入
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
阜
目

に
保
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
村
一
保
育
課
が

一
間
一
本
庁
4
階
に
一

十
月

一
日
に
、
保
育
課
が
本
一

一
庁
舎
の
四
階
に
移
転
し
ま
し
た
一

(
今
ま
で
は
本
庁
舎

一
階
)。
保
一

一
育
園
へ
の
入
閣
な
ど
、
保
育
園
一

一
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
一

一
る
方
は
、

保
育
課

へ
お
気
軽
に
一

~
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

。

広
報
モ
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る
方
は
、
保
育
課

へ
お
気
軒
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

。

立 園 名 所在 地
長 時間 礼児保育 受付日

受 付時間 屯 i古私
保 育 ( 0歳児) 月日

甘 蕗 出| ~'.鍛i台IHT 実 施 実 B包 11 5 (水)午後12時30分-4時 22一7665

芙蓉保育 陸| 事庁 IEI 11 11 5 (水)午後12時30分-4時 22-1147 

壁ミカエル保育陰| 馬場 ドIT 11 11 5 (水) 午後12時30分一 4時 22-1361 

l1i: 喜 l主1諏訪音1) 11 11 5(水)午後12時30分一4Il寺 22-1595 

極楽寺保育民| 中 之 条 " 11 5 (水) 午後12時30分一4時 22-4064 

商 丘保育園 町 吉 田 11 実 施 11 5体) 午後12時30分-4時 35-1157 

常 国 保育 ~I 北 常 |甘 11 11 11 5体) 午後12時30分-4時 22 -1520 

秋利保 育 園 秋 平日 11 " 11 5(水) 午後12時30分一4時 27 -8820 

J 好阿l保 育園 一-女子 IHT 11 11 11 5(水)午後12時30分-4時 25 -1160 

あ ゆみ {呆育園 笹 井 11 " 11 5(水)午後12時30分 -411寺 23-0503 

市 立 園 名

東部 保 育憧| 北 常 |到 実 施 実 施 11 6附 午後12時30分一4時 22-0682 

南部保育園 南天神町 11 6附 午後12時30分-4時 22 -7108 

北 {呆 育 闘 城 ~t 11 6 (桐 午後12時30分一 4時 22-3475 

ときわ保育陣| 常磐 IlIT 11 6(桐 午後12時30分-4時 27-0104 

塩尻保育閤 上塩尻 11 6 (桐 午後12時30分-4時 22 -3476 

神川 第一 保育園 大 屋 11 7働 午後12時30分-4時 35-0299 

神川 第一 保育園 みすず台南 11 7働 午後12時30分一4時 35-0349 

国分保 育園 国 分 11 7t翁 午後12時30分-4時 27-0105 

神科 第 保育園 長 告を3 11 7働 午後12時30分一4時 22-0597 

神科 第一 保育園 西野 竹 11 7t翁 午後12時30分一4時 22-0598 
豊殿保 育園 宮之 上 11 7t翁 午後12時30分-4時 22-6802 
梅 が 丘保育固 梅が丘 11 7幽 午後12時30分一4時 35-1171 
城 下 保育問 9~ キナ 実 施 11 10(月) 午後12時30分-4時 22-0887 
川 辺 保育闇 川 辺 町 実 施 11 10(月)午後12時30分一4時 22-5029 
ド之粂保育 |童| ド 之条 11 10伺) 午後12時30分-4時 27 -2986 
泉佐| 保育 I~I τEま3ず 田 11 10(月)午後12時30分-4時 22-5163 
五世間中 央保育園 上本 郷 実 施 実 施 11 11(刈 午後12時30分-4時 38-2512 
東塩 田 保育園 ド 之 郷 実 施 11 11制 午後12時30分一4時 38 -2552 
西塩 田 保育園 手 塚 11 11(必 午後12時30分-4時 38-2609 
ふたぱ 保育園 P完 内 11 11(刈 午後12時30分-4時 38 -2063 
塩 田北 保育園 上 小 島 実 施 11 11(刈 午後12時30分-4時 38-2636 
塩 田 西保育闘 舞 田 11 11(刈 午後12時30分-4時 38-2648 
i甫里保育園 j甫 野 11 12(水) 午後12時30分一4時 31-2058 
白銀保育 閣 仁古 田 11 12(水) 午後12時30分-4時 31-2004 
室賀保育園 下室賀 実 施 11 12休) 午後12時30分-4時 31-2142 
小 泉保育園 泉 11112(水)午後12時30分-4時 24き-な73か56 
市役所保育課 都合により、指定 日に受付で

11.17(月)ー11.22出午前8時30分~午後5時45分 った方。書類不備のため保育聞で受

(土曜 日は午後O時30分まで) 付できなかった方。

お
問
い
合
わ
せ
は
保
育
課
へ

宮
⑫
4
1
0
0
・内線
3
8
2
・有
線
②
0
8
0
1

第 967号、

子
づ
く
り
給
食
で

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

幼
児
期
で
最
も
大
切
な
基
本
的
生

活
習
慣
の
自
立
や
情
緒
を
育
て
、
友

だ
ち
と
仲
よ
く
遊
べ
る
思
い
や
り
の

あ
る
子
供
を
目
指
し
て
保
育
し
て
い

Tごえー (5)一一昭和61年10月1日 広報う

保育園入国受付日程表

集
団
生
活
が
可
能
で
通
園
で
き
る

場
合
に
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

ま 誕遠 保 供 ま
す 生足 育ー こす
。会 、を人の

な 夏行ひ た
ど グ〉 つ とめ

のプ て り年
行 | いの 問

事ル ま発計
も遊 す達 画
計 ‘び 。に に

画 一春合 よ
し ~ .わ り
て聖 秋せ 、
い -:2そのた子

す。

③
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い

人
は
、
母
子
手
帳
を
お
見
せ
く
だ

十旨く給 りで 〈

し り 食 給一栄給
て と に 食別 養
い正よ を慣の 食
まし り 実る 三〉
す い 、胤料 7

A 子 し 志 J

苧ご伝2
五ま三 毛
の す ¥え
f本 。手 た

※在園児、新入園児とも同 じ日に受付をし ます。 54二7壁
掛伊~/'<岨耕輔自F咽砂嚇伊哨脚哨脚、#，//$'，岬w-噸師、岬W\掛炉掛酢岬伊峨伊・掛W'.噸観少、調W哨脚岬師、咽脚岬脚哨脚謝搬、必師、岨!W.. 4j脚掛!W'，哨W/\Æ!錨W"，岬W\掛W\岬附・4酔掛W\~脚岬官、開-.JÞ，N/fI'II

マ ( マーマ 佳 〈城 正 町 ぬ マ ( 島 〈 ま づ せ に 開月 ニ た
f呆新島 (近(マ 団 北 典 )江 i竜長え マ ーす く い対モ か 二 タが | 市
屋回国海藤院 阿体~ マ ( 沢島 い 安 般 。り た す ニ れ十 | 、」 は
竪 )和 野雄 内 部 推 仁真泉つ ) 子藤 公 のだるタ ま 六が こ を
央 マ 子 町 司)裕 薦 古島平 た マ ( 千 募 一 き 意 |し 日次の恐ム
俊林 ( )(マ子 〉 田 平 ) へ清 秋代 V 端、 見の た にのほ量尋
( 国 マ 北越~ ~ ーマ (水和 -=t- を 市 、皆。第とどす度
材良分 桜 常 金 マ ( 中岩 ~ 担 民要さ ー お こ るか
木 一 ) 井田健井 宮踏 山門 i光 マ 緑 つ参望ん 回 り 十 こ ら
町(マ 豊 ) 市 ) 東入健 ~小 が ( て 加 なに 目決人と 「
)東 l鶏 樹 マ ( マ 勢 ) 三マ 大宮丘 敬 いのどは の ま のに広

前田不斉倉倉 都 マ ( 竹手 山 ) 称 た 広 を 、 会り広し報

山夏空主主E Z誤差 12E季語 喧E票主義 禁九き子三
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市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
催

障
害
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
ノ
.

だ 昭和61年10月11::1-一一(6)ー

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
福
祉
問
題

の
認
識
を
高
め
、
障
害
者
お
よ
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
市
民
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
金
魚
す
く

い
を
は
じ
め
、
障
害
者
の
作
品
展
示

即
売
会
な
ど
多
く
の
催
し
が
各
コ
ー

ナ
ー
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
大
勢

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

と

き

l
m月
ロ
日
間
・
午
前
凶
時

か
ら
午
後
4
時

と
ニ
ろ
H
H
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

(
中
央
公
民
館
)

え広報う

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

マ-tテ午
e I翫
ブ。1( 
カ時

鼓
笛
隊
の
演
奏度

展
示
コ
ー
ナ
ー

-
午
前
叩
時

1
午
後

3
時
却
介

マ
心
身
障
害
者
作
品
展
示

(
在
宅
お

よ
ぴ
施
設
の
障
害
者
の
製
作
し
た

工
芸
品
、
手
芸
品
、
書
画
類
な
ど
)

マ
高
齢
者
作
品
展
示
(
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品
)

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
活
動
制

介
マ
社
会
福
祉
施
設
紹
介

マ
福
祉
機
器
、
介
護
用
品
展
示

マ
点
字
凶
書
館
全
館
開
放
(
視
覚
陣

害
者
の
た
め
の
点
字
凶
書
器
具
、

機
材
、
設
備
の
展
示
)

映
画
コ
ー
ナ
ー

-
午
前
川
時
加
分

1
午
後

2
時
却
分

マ
各
種
映
画
の
上
映

出
庖
・
バ
ザ

l
コ
ー
ナ
ー

-
午
前
叩
時
却
分
l
午
後

3
時
却
時
分

マ
チ
ャ
リ
テ

ィ
パ
ザ

l
・
古
物
市
会
巾

』

b
'

・

コ
ン
サ
l
・
ピ
コ
ー
ナ
ー

マママ マ .
令子ふ ιl'ブ午
111'，話れ 学ラ後
会のあ校ス 2

歌い)バ時

ミン l
ニ ド同
コ ii.i::i3 
ン 奏 時
サ 会 30
I _介
ト市

|人l

民
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
寄
刊
い
た
だ

い
た
品
物
の
版
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
)

マ
陣
害
者
作
品
即
売
会
(
手
芸
品
、

野
菜
な
ど
の
販
売
)

マ
高
齢
者
作
品
即
売
会
(
手
芸
品
の

販
売
)

マ
産
地
直
売

コ
ー
ナ
ー

物
の
直
売
)

マ
金
魚
す
く
い

マ
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
リ

マ
食
事
コ
ー
ナ
ー

マ
も
ち
つ
き
大
会

マ
風
船
無
料
配
布

活
動
発
表
コ
ー
ナ
ー

-
午
後

1
時

i
同

3
時

マ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
発
表

マ
古
川
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
発

ド衣
マ
お
ま
な
し
・
人
M
V

剥
コ
ー
ナ
ー

(
肝
菜
、

果

参
加
す
る
コ
ー
ナ
ー

-
午
前
叩
時
却
分

1
午
後

3
時

マ
お
年
寄
り
と
遊
ほ
う
コ
ー
ナ
ー
(
お

年
寄
り
と

一
緒
に
た
こ
、
わ
ら
細

工
を
作

っ
た
り
、
お
手
玉
、
あ
や

と
り
、
折
紙
で
遊
ぶ
)

マ
手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
(
簡

昨年行われたふれあい広場

ものです。

ければ五

の近 くで

単
な
材
料
を
使

っ
て
)

マ
朗
読
コ
ー
ナ
ー
(
川
抗
テ
l
フ
の

種
類
の
紹
介
、
出
動
の

P
R
お
よ

び
会
員
募
集
)

マ
嗣
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
コ
ー
ナ
ー

(
参
加
者
に
よ
る
勝
抜
戦
)

マ
点
字
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
基
礎
的
な

点
字
の
講
宵
)

マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
(
簡
単
な

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
演
や
講
山
首
)

マ
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

マ
ア
イ
バ
ン
ク
、
腎
パ
ン
ク
登
録

マ
獣
血
コ
ー
ナ
ー

フ
ィ
ナ
ー
レ

-
午
後

3
時
却
介

1

マ
参
加
者
全
此
に
よ
る
A
H
m
な
ど
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-
午
京
日
時
ー

マ
テ
i
プ
カ
y

卜、

サ
包
レ

d

あなたの家庭も地震対策を
鼓
笛
隊
の
演
奏

マグニチュードと震度

昨年行わ:

ゴ[
] [ 
~j [ 
:コ〔
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惨マグニチュード(略してMでぶわされる)とは

よ也炭そのものの大きさを示すも のです r l¥!7l1t1! 

いが i1 J追えば地尽のエネルギーは301庁、 r2 J 

違えば約1，000倍の追いがあります。マクニチュ

ー ドが 7以卜ーのものを大地謀、 5以 上7以前を

中地謀、 3以 lて5未満を小地辺、 1 U 1-_3未満

を微小地震、 1以ドを版微小地ぷ と分間しれ も

ます。

砂震度とは、地l而の1:BれJiの強さをぶすものです

地震の規模が大きくても、長i似か ら.i:diければ正

!主は小となり、規模は小さくても μ()~'.の近くで

は震度は人-きくなります。

8月24日の午前11時35介ごろ、長野県東部を震

原とするマグニチュード4.9の地震が発生。その後。

: も、マグニチユード 3程度の有感地震が数回発生;

: しています。(気象斤地震観測所発表)

t この一連の地震活動について、気象斤地震観測 l

j 所(長野市松代)では i8月24日発生した地震を ; 

:本震、以後、余震活動が続いている」と介析し、 : 

i今後、 3か月程度をめどに沈青争化すると思われ

; る。 しかし、地震は完全に究明されていない自然

:現象であるため、今後の推移にはまだ+介の注意:

: が必要」と発表しています。

市民の皆さんは、今後も地震関係のテレビ、新:

聞なとの報道に注意してください。 日こ、ろの備え l 

l が災害を未然に防ぎます。各家庭で地震などの災;

; 害対策をたてておきましょう 。

地震の震度階

震度O 議畏守 人体に感じないで、地j.i~ぷ|ーに記鉢される科医

無感覚

句 儀51守
静止している人や、特に地震に注意深い人だけに必ずる

微震
程度の地震

2 :母畏付帯ι

大ぜいの人に感ずる程度のもので、戸 .rs草子がわすかに

軽 震
動くのがわかるぐらいの地震

g 崎豊漁; 家塵がゆれ、戸・防子がガタガタと鳴重)jし、 l五時のよう

弱 震
なつりドげ物は相、当ゆれ、 ~if内のノド I函の重)J くのがわかる

4 長鎗宅、勝 家尾の動揺が激しく、すわりの患い花びんなどは倒れ、

{.:f内の水はあふれ出る。また歩いている人にも感し られ、
中震 多くの人々は戸外に飛ぴ11'，す

5 態さむ同 ロッカ ーや棚まで倒れ、壁に害Ijれ円がはいり、!主イi、イI

強震 どうろうが倒れたり、煙突、石垣などが破HIす る

戸ーー'

⑤ 弘警社 家屋の倒壊は30%以ドで、 IIJくずれが起き、地割れを生

烈 震 じ、多くの人々は立っていることができない。 -7 議易機 家ftの倒壊が300~以 卜ー におよび、 L11 くずれ、地再IJ れ、|新

瀕震 府などを竺じ、あちこちで火災が起る

長度といっても、大きな地長を粁!検したこと

のない私たちはピンときません。J也民のihJi
階により地反対策を考えてお きましょう。

地震と ゆれ方
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ごろの備えが未然に防ぐ

え....:jl 967サー第 967号、

重量

げ点検、あなたの家と外 ②人ーきいぞ、身の'i_t_:令。

(テーブルなどのドに

身をふせる)

③ )Iを|別けてIf'"，の確保。

(アノfートなどでは，'1'，の

の確{呆が、まず肝心)

す

よ

〉が

山

つ
中
瓦
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に
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落

④
 

本わが家の防災会 議

。符nの役害IJをはっきりさせておこう。

。家族とのj直結)jiよは... (人ー地従がきたら屯話、

市は使えない)。

。避錐場所、避難経路の確認。

。非常JIJ1，，'，をf結えておこう 。

本地震て、も倒れない家具の工夫を

。家只な どを柱や壁にしっか りl.'il定。

。家具の J-.に治ドしやすいものは置かなし、。

本危険物の置き方や管理に注意

。プロハン ガスボンベはク サリ などでl国定。

。灯油な ど燃えやすいものは箱などに整理して、

火バから離しておく。

本恐ろい、のはブロック塀、石垣の倒壊

。'r'.Hに専門家の点検を受けて補強しよう。

本日ごろから隣近所で協力体制をとっておこう 。

⑤わが家の'ムj令、隣

の安全...fi. ¥，、に声

をかけ合おう。

同
月
M
W
H
は

近
視
の
予
防
に
は
、

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
読
書
や
勉
強
を
す
る
時
は
姿
勢
を

正
し
、
目
を
本
か
ら
三
十
セ
ン
チ

HH
3
4
喝

Eh
M

次
の
こ
と
に

すばや⑥火がでたら、

L、消火。

• 

⑦正しし、情報、正しし、

判断・ー携帯ラジオを

f萌えておこう。

地震の時は落ち着いて

|家庭iこいたら

家の外では・・・
①ブロック塀や狭い路地には近寄らない。

②デパー トなどでは係員の誘導を待とう。

③自動車は、 地震のときは使えない。避難は徒歩

で、街物は最小限に。

'j)グラ ッとき fこら、

ゃく火の始末。

すば

県
下
で
は
、
今
年
の
四
月
か
ら
じ

月
ま
で
の
四
か
月
間
に
、
女
性
だ
け

を
対
象
に
、
六
十

a

作
も
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
お
り
、
東
信
地
十
刀
で
J
U



_:$ 967 

まず足
本わが家6

0 件(1c 

o 毒d.支 1

rFは

。避雌

o .)ド;前}

本地震で

。 家~!. 

。家!&

本危険......-;

。フロ

。灯油

火J乙

牢恐ろし

o Ifl. [ 4 

*日ごろ

日
M
川
日
川
一
川
川
口
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目
の
愛
護
デ

i
d

t: え

十
月
十
日
は
、
自
の
愛
護
デ

l
で

す
。
自
の
愛
護
デ

l
に
ち
な
み
、
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
自
の
健
康
」
で
す
。

昔
か
ら
、
「
目
は
心
の
窓
」
と
か
、

健
康
な
目
に
は
健
康
な
心
が
宿
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一 (7)一一一昭和61年10月1日 広報う

目

σ〉

病

気

単
純
な
近
視
や
老
眼
で
は
、
眼
鏡

を
か
け
れ
ば
よ
く
見
、
え
ま
す
が
、
目

に
何
か
病
気
が
あ
る
場
合
は
、
い
く

ら
眼
鋭
を
か
け
て
も
よ
く
見
、
え
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、

'U
内
陣
、
緑
内
陣
、

版
底
出
胤
、
網
膜
剥
離
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

H
の
病
気
で
見
え
な
い
日
と
、
単

な
る
近
視
や
老
眼
で
見
え
な
い
目
と

で
は
、
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

見
え
な
い
か
ら
眼
鏡
を
作
れ
ば
よ
い

と
簡
単
に
考
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

必
ず
眼
科
医
の
診
察
を
受
け
、
病
気

が
あ
る
か
な
い
か
を
確
か
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

目艮

鏡

眼
鏡
を
作
る
場
合
も
、
す
ぐ
眼
鏡

庖
へ
行
く
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

眼
科
医
の
診
察
、
検
眼
を
受
け
、
「
眼

せ
ん

鋭
処
方
筆
」
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
か

ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

眼
鏡
は
、
見
え
な
い
と
い
う
欠
点

を
補
う
た
め
に
あ
る
の
で
す
か
ら
、

か
け
る
と
度
が
進
む
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
合
わ
な
い

眼
鏡
を
か
け
て
い
る
と
疲
れ
る
の
で
、

一
l
二
年
に

一
回
は
目
に
合

っ
て
い

る
か
ど
う
か
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

近

ネ見

日
本
人
に
近
視
の
多
い
こ
と
は
、

昔
か
ら
有
名
で
す
。
現
在
も
受
験
戦

争、

O
A
機
器
の
導
入
、
テ
レ
ビ
の

見
過
ぎ
な
ど
に
よ
り
、
回
は
酷
使
さ

れ
て
い
ま
す
。

近
視
の
平J
防
に
は
、
次
の

こ
と
に

圃

注
意
し
ま
し

ょ
う
。

圃

①
読
書
や
勉
強
を
す
る
時
は
姿
勢
を

圃

正
し
、
闘
を
本
か
ら一て
十
セ

ン
チ

ぐ
ら
い
離
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。

②
照
明
は
部
屋
の
照
明
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ン
ド
も
併
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
読
書
は
、
長
時
間
続
け
な
い
で
、

時
々
は
遠
方
を
見
て
目
を
休
ま
せ

ま
し
ょ
、っ。

④
テ
レ
ビ
は
二
1
三
灯
ぐ
ら
い
離
れ
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
強
く
せ
ず
、
明

る
い
部
屋
で
見
ま
し
ょ
う
。

老

目艮

老
眼
の
始
ま
る
年
齢
は
、
四
十
五

歳
ご
ろ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
老

眼
は
病
気
で
は
な
く
、
眼
の
老
化
と

い
う
自
然
現
象
に
よ
り
、
調
節
力
が

弱
ま

っ
て
起
き
る
遠
視
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

「
老
眼
」
と
い
う
名
に
こ
だ
わ
っ

て
、
眼
鏡
を
か
け
た
が
ら
な
い
人
も

い
ま
す
か
、
頭
痛
、

肩
こ
り
、

高
血

圧
な
ど
に
も
影
響
し
ま
す
の
で
、
「
自

分
は
ま
だ
若

い
か
ら
、
眼
鏡
は
い

ら

な
い
」
な
ど
と
無
理
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
眼
鏡
の
度
は
、
六

十
歳
ぐ
ら

い
ま
で
は
進
み
ま
す
が
、

あ
と
は
進
み
ま
せ
ん
。

一
1
二
年
に

一
度
は
眼
科
医
に
検
眼
を
し
て
も
ら

い
±
ナ
し
ょ
、っ
。

ー'，'

、写占

z当巳
，菅、

周
知

τー
で
叶
u
w
.

ム1
年
e

の
同凹同円
か
ら

じ

H

円
ま
で
の
四
か
月
間
に
、

eK
位
だ
け

を
対
象
に
、
六
十

a

件
も
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
て
お
り
、
日
米
信
地
方
で
も

十
一-
件

(
う
ち
上
田
市
:一
件
)
が
起

き
て
い
ま
す
。

「
料
理
講
習
会
を
聞
き
た
い
か
ら
」

な
ど
と
言
っ

て
き
て
も
、
必
要
が
な

け
れ
ば
そ
の
時
点
で
、
は

っ
き
り
断

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
購
入
を
勧
め

ら
れ
で
も
必
要
か
よ
く
考
え
、
家
族

と
も
相
談
し
て
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

鍋
は
、

「
訪
問
販
売
法
」
と

い
う

法
律
で
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ

の
対

象
に
な

っ
て
お
り
、
期
間
内
な
ら
使

っ
て
し
ま

っ
た
あ
と
で
も
解
約
可
能

で
す
。
ま
た
、
解
約
の
申
し
出
は
、

必
ず
吾
面
で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

不
明

の
場
合
は
、

K
剖
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
(
宮
(⑫
0
9
9
8
)
ま
た
は

市
生
活
環
境
課
生
活
係
(
宮
⑫

4
1

0
0
内
線

3
0
1
)
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
・

パ
ー
テ
ィ
商
法

県
で
は
、
「
訪
問
販
売
等
ト
ラ
ブ

ル
情
報
」
の
第
二
回
と
し
て
「
ホ
ー

ム
・

パ
ー
テ
ィ
商
法
」
を
公
表
し
ま

し
た
。

こ
の
商
法
は
、
ま
ず
「
料
理
講
習

会
を
聞
き
た
い
の
で
、
台
所
を
貸
し

て
ほ
し
い
」
と
か
「
成
人
病
や
高
血

圧
に
よ
い
食
事
を
試
食
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
、

一
般
家
庭
に
電
話
を
か
け

て
き
ま
す
。
そ
こ
で
会
場
を
借
り
、
知

人
や
近
所
の
人
を
集
め
、

「
ア
ル
ミ

鍋
や
ホ
|
ロ
|
鍋
は
発
が
ん
性
の
有

害
物
質
が
出
て
、
人
体
に
害
を
与
え

る
」
な
ど
と
、
高
額
な
ス
テ

ン
レ
ス

鍋
を
買
わ
せ
る
も
の
で
す
。

家
族
み
ん
な
で

秋
の
大
掃
除

十
月
は
「
秋
の
大
掃
除
月
間
」
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
大
掃
除
を
行
い
、

病
害
虫
の
発
生
源
を
な
く
し
て
、
清

潔
で
住
み
よ
い

生
活
環
境
を
築
き
ま

し
ょ
、っ。
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美
術
の
秋
l

移
動
展
開
催

九
月
二
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
県
信
濃
美
術
館

の
移
動
展
が
上
田
創
造
館
の
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同
展
に
は
、
県
出
身
の
美
術
家
の
作
品
と
美
し
い
信

州
の
風
景
を
描
い
た
秀
作
三
十
五
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

え広報う

h
p
鎌
倉
と
の
交
流
音
楽
会

姉
妹
都
市

・
鎌
倉
市
の
市
民
吹
奏
楽
団
「
鎌
倉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ス
」
と
上
田
市
消
防
音
楽
隊
と
の
交
流
演
奏
会
が
九

月
十
四
日
、
上
回
創
造
館
ホ

l
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
約

五
百
人
の
聴
衆
は
、

三
部
構
成
の
見
事
な
演
奏
に
盛
ん
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
歴
史
を
展
示
V

学
校
給
食
展
が
、
九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
上
田

西
武
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

学
校
給
食
の
歴
史

や
給
食
室
の
様
子
の

ほ
か
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
リ
、

ル

J
れ
札
ド
ト
~
広
川
叩
ロ
広

の
同
閑
J
h
u

キ
-
d
咋
j

ん
で
い

ふよ
ーし
た
。

.... ~ 967号第 967号~

国

一一

一一
一

一一

一
一一

一

出子
城ちしま市
喧ぉ誌
温 城市

君主
旅り

上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
3
1
1
8

国
鉄
上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
で
は
、

姉
妹
都
市
・
出
石
町
(
兵
庫
県
)
の
お

城
ま
つ
り
を
見
物
す
る
旅
を
、
次
の

と
お
り
企
画
し
ま
し
た
。
泊
り
は
、

名
湯
城
崎
温
泉
で
す
。
和
風
客
車
で

ゆ
っ
く
り
と
し
た
旅
を
ど
う
ぞ
。

と

き

:・十

一
月
一
-
日
制
か
ら
同
月

五
日
附
ま
で

募
集
人
員
・:
二
百
八
十
名

会

費

・:
三
万
九
千
三
百
円

お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み
は

お
気
軽
に
上
田
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
へ

。

一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

県
美
術
展
を

開
催
し
ま
す

上
小
美
術
会
宮
⑫

4
3
3
7

県
美
術
展
が
次
の
と
お
リ
開
催
さ

れ
ま
す
。
展
示
作
品
は
、
日
本
画
・

押
伴
両
問

・

駅
彫
判
例

・

γ
14
t
E
m
w
m
門
加
剛
阿
川
下
、
川
町

ー類 をより安

価格は産地

市場の代表

【送、 広邦車

くださし、。

水)、 11月
l日(士)、 4

百
点
あ
ま
り
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

期

間

:
・
十
月
十
九
日
同
l
同一

一ト

六
日
制
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

と
ニ
ろ
:
・
上
回
創
造
館

入
場
料
・
:
大
人
五
百
円
、
大
・
高
校

生
三
百
円
、
小
・
中
学
生
無
料
(

前
売
券
も
あ
り
ま
す
)

一一一一一一一一一一一一一==一一一一一一一三一一一一一一一一一一一一一一一一一一一三一一一一一一一一一
一一一一一一

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
⑫
1
2
6
0
内
線

3
0
4

募
集
団
地
:
・
中
之
条
第
二
団
地

募
集
戸
数
:・
二
十
六
戸

家

賃

・:
三
万
五
千
二
百
円
ぐ
ら
い

申
込
資
格
:
・
県
内
に
円
住
し
、
ま
た

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
で
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

人
。
①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
省

含
む
)
が
あ
る
こ
と
②
収
入
が
月

額
十
万
円
を
超
え
十
六
万
-
-
千
円

以
下
の
人
③
現
に
住
宅
に
刷

っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

募
集
期
間
・

・十
月
六

n聞
か
ら
刷

e

唱

L
l
n
u
同
州
ま
4m

下
、

由
甲
1
M日
比
花

a
'
L
J
J下
仙
叫
十
れ
つ
市
お
v
b
均
計
川
拍
従
恰
弔
旬
叫
町



い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

募
集
期
間
:・
十
月
六
日
聞
か
ら
同
-
.

十
日
開
ま
で

申
込
先
・・・
上
小
地
方
事
務
所
持
従
業
謀

第 967号、だえ一 (9)一一一昭和61年10月 1日 広報う

学
校
給
食
展
が
、
九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
上
回

西
武
て
聞
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
学
校
給
食
の
歴
史

ぞ
給
食
室
の
様
子
の
ほ
か
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り

訪
れ
た
市
民
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

地域の足を守り、交通渋滞の解消を/

電車・パスを利用しよう

|別所線に新型電車登場|

別所線電車は、 10月 1日から新型車両に切り替

わりました。これにより、運行時聞が短縮され、

国鉄ダイヤとの接続がより緊密になるなど、通勤・

通学はもとより日常の地域住民の足として、大変

便利になります。

また、7]1}所線電車存続期成同盟会(田中直一会

長)でも、回数乗車券の共同購入をして大勢の市

民に乗ってもらうよう運動をしています。同期成

同盟会では、「交通渋滞を解消し、地域の足を守る

ため、沿線の皆さんをはじめ、市民の皆さん回数

券を利用して」と呼びかけています。

文字が書かれた土器
9月13日から10月10日まで、{言j農国分寺

資料館で「信濃出土の土器に書かれた

文字」の特別展が開催されています。

この特別展には、 県下各地から

発見された土器で特に文字

が書かれた もの約320点

を展示しています。産霊
始まります

上田市の、産直砂は、品質のよい魚介類をより安

くご家庭にお届けします。扱う品物、 価格は産地

直送事業委員会(消費者、小売底、卸市場の代表

の皆さんで構成)で決め、広報、有線放送、広鮮

などでお知らせします。どうぞご利用 ください。

産直デ一実施予定日・・.61年10月15日(ぷ)、 11月

15日(却、 62年 2月14日(士)、 3月14日出、4 

月15日(水)

【第61回産直デー】

10 月 15 日~.k)

Mf??週圃~J .
利用者が少ない西丸子線(下之郷で)

パス利用者が年々減少しており、国・県や市の

多額の補助金でようやく運行が維持されている路

線が市内に17路線あります。平均乗車密度が 5人

未満になると、 3年間で補助金が打ち切られ、パ

ス路線が廃止となります。下表の 7路線は、特に

運行が危ぶ まれる路線です。

パスは、地域住民の足として欠かせない交通機

関です。地域みんなの足であるパス路線を廃止さ

せないために、あなたもノ〈スを利用しましょう。

運行が危ぶまれる路線 (昭和60年度)

会社名 路線名 運行区間 運行回数 平均乗車密度

上 岩清水線 上田駅~下郷~岩清水 2.5回 4.3人

田
須川・長瀬線 上田駅~小牧~創11-長瀬 3.0 1.7 

西丸子線 下之郷~富士山~丸子 8.5 4.0 
チスマ

西丸子線 大学前~富士山~丸子 5.5 3.9 
通

奈良尾・富士山線 下之郷~奈良尾・;富士山~下之郷 5.0 1.7 

川中島 川西線 大屋~半過~上山田 6.5 4.6 
パ ス川西線 常入~半過~上山田 3.5 4.4 

危ぶまれるパス運行

省差毎

:逼月
産十

協直1i
力デ口

庖 l

上田 市

産直委員会

今回は・・・

①鮮きんま (特価)

②大型船凍いか

( 1ばい 280円)

③自然色甘塩たらの子

(100 g 280円)
高
P

J
k
e

産
め

'hv
市
小

あ
お

の

で

。

旗
庖
い

の
力

き

こ
協
だ

※運行回数は 1往復で 1回と数える。

※平均乗車密度 とは、起点から終点まで、 平均して

何人乗っていたかを表わすものです。
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お知らせ戦
傷
病
者
等
の
妻

特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す

え広報う

社
会
課
高
齢
者
婦
人
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

..，事967号

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

ムハ

l
.年
十
月

-
H
現
在
で
第
丘
款

症
以
上
の
増
加
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
る
戦
傷
病
者
の
妻
の
方
に
、
特
別

給
付
金
国
債
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
該
当
す
る
人
は
請
求

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ

の
特
別
給
付
金
は
支
給

範
附
が
-
部
拡
大
さ
れ
ま
し
た
が
、

ニ
れ
に
該
当
す
る
場
介
の
請
求
手
続

g
b今
年
十
月

J

日
か
ら
で
す
。

ハ
，E
絵
和
叫
刈

a
a
F
S事
V

口

を

う

ま

り

ブ

場

ろ
り

わ

小

授

走

寄

ま

上
競

う
年

の
。

一

会
主

こ
お
沼

む・

大

陸

歩

ら

お

詩

授
営

「。

か

の
4
1

競
市

芝

コ
園

か
一

動

、
し
ツ
公
だ

一

運

日

ま

ピ

ガ

し

一

民

日

れ

チ

者

ぎ

一

県
月
か
の
加
し

一

野

9
開

歳

参

走

一

長
が
て
4
の
完

一

回
」
し
、
名

く
…

M
会
に
は
∞
ょ

…

第

大

場

て

l
気

一

「
ク
会

J

約

元
一

ツ
主
会
で
を

一

①
従
来
継
続
支
給
者

1
第
二
回
特
別

給
付
金
ぬ
号
受
給
者

②
再
継
続
者

1
第
六
凶
特
別
給
付
金

い
口す
i
り
号
受
給
者

③
継
続
支
給
者

l
第
八
回
特
別
給
付

金
お
よ
び
第
十

一
回
特
別
給
付

金
い

号
受
給
者

④
時
効
失
権
者

l
今
ま
で
の
国
債
を

時
効
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人

〈
支
給
範
囲
の
拡
大
〉

マ
戦
傷
病
者
の
受
傷
り
病
の
時
期
か

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
以
降
の
場

合

l
・
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日

以
後
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
ま

で
に
第
五
款
症
以
上
の
障
害
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
増
加
恩
給
な

ど
の
受
給
を
始
め
た
戦
傷
病
者
の

妻

・
第
五
款
症
以
上
の
増
加
恩

給
な
ど
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者

と
昭
和
五
十
四
年
四
月
↑一

日
以
後

回
岨
如
何
，L
HA
斗
!
八
年
，
冊
目
同月
-
日

#
か
で

に

ヘ

ト
ね
此
吋
+り

h
k
件。

n，
足
又
弘
時
ー
し
ず
ι7r、
打
~
々
C

ぃ
。
該
当
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
八

月
十
六
日
付
の

「広
報
う
、
え
だ
」
を

婚
刷
し
た
妻

マ
戦
傷
病
者
の
受
傷
り
病
の
時
期
が

昭
和
六
年
九
月
十
八
円
か
ら
昭
和

十
二
年
七
月
六
日
ま
で
の
場
An
u

-
昭
和
四
十
八
年
四
月
三
日
以
降

昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に

第
五
款
症
以
上
の
障
害
に
な

っ
た

こ
と
に
よ
り
、
増
加
恩
給
な
ど
の

受
給
を
始
め
た
戦
傷
病
者
の
妻

-
第
五
款
症
以
上
の
増
加
恩
給
な

ど
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
と
昭

和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
後
昭
和

五
十
八
年
四
月

一
日
ま
で
に
婚
姻

し
た
妻

〈
時
効
〉

昭
和
六
十
四
年
九
月
三
十
日
ま
で

に
請
求
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
時

効
に
よ
り
失
権
し
ま
す
。

〈
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど
〉

①
請
求
書
②
印
鑑
等
届
出
書
③
戸

籍
謄
本
④
住
民
票

の
謄
本
⑤
増
加
恩

給
等
の
証
書
⑥
印
鑑
は
必
ず
必
要
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
提
出
し

て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
所
に

お
出
か
け
を

十
月
十
一一

日
聞
か
ら
十
八
日
出
ま

予、川凶
に日時以同制拡附咽
辺
問問予、占?
。
、、
わ札川凶、

ま系
す の
。病

気
で
治
療
中
の
人
i;t. 
除
き

A 
U 

hvv/;
 

・2
1

、
〉
属
部

行政相談所日程表

と き と 、、ーー ろ

10月13日(月) 午前10時一午後 3時 ユニー上田庖

午前 9時一正 午 塩田公民館
10月14日(火)

午後 1時~同 4 時 川西公民館

午前 9時~正 午 城南公民館
10月15日(水)

午後 1時一同 4 時 上野が丘公民館

明
る
い
社
会
生
活
を
擁
護
す
る
行
政

相
談
制
度
が
、
広
く
理
解
さ
れ
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
願
い

、
国
が
設
け
た

も
の
で
す
。

週
間
中
に
は
、
各
種
の
行
事
が
催

さ
れ
ま
す
が
、
特
に
右
表
の
行
政
相

談
所
で
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

仕
事
に
つ
い
て
苦
情
・
意
見
・
要
望

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

。

(敬称略)

氏 名 住 所 電 5古

久保田良明 市内芳田333 ⑮1120 

鋒城直巳 市内天神 4-19-16 ⑫6176 

松)11 隆 市内吉田454-1 ⑫4715 

倉沢美代子 市内中野895 ⑮2313 

行政相談委員チ
ャ
リ
テ
ィ

l
カ
ッ
ト

を
実
施
し
ま
す

県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
上

小
支
部
で
は
、
次
に
よ
り
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
カ

ッ
ト
」
を
行
い
ま
す
。
カ
ッ
ト

料
は
千
五
百
円
で
す
が
、
売
り
上
げ

の
全
額
は
市
の
社
会
福
祉
基
金
に
寄

付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

と

き

:・十
月
六
日
開
・
午
後
-
昨

か
ら
六
時

と
こ
ろ
・
目上
町
駅
前
信
金
ギ
ャ
ラ
リ

械
はを 診

巡日
回程
し
て 十

iZ月

ljJ4 
申ぞ
;入'{;

吾地
lこ[メー



こ
れ
に
議
吋
す
る
場
介
の
前
求
手
続

き
も
今
年
卜
H
-
H
か
ら
で
す
。

〈
'吉
井
倍
和
品
川
信
事
誕
官
V

二
次
・
三
次
検
診
を

行
い
ま
す

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

九
月
の
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を

都
合
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
方
を
対

象
に
、
第
二
次

・
三
次
検
診
を
行
い

ま
す
。
事
前
に
配
布
さ
れ
た
受
診
票

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
会
場

Tごえ

給
な
ど
を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者

と
昭
和
五
十
四
年
四
月
-一
日
以
後

昭
和
五
十
八
年
四
月

-
日
ま
で
に

へ
お
持
ち
に
な
り
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
該
当
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
八

月
十
六
日
付
の

「広
報
う
、
え
だ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
一
般
健
康
診
査
も
同
時
実
施
》

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
際
に
、

日
程
表
中
@
印
の
あ
る
会
場
で
は

一

般
健
康
診
査
も
実
施
し
ま
す
。

マ
対
象
者
:
・
四
十
歳
以
上
の
人

マ
検
診
内
容
・
:
尿
検
査
、
身
体
計
測
、

問
診
、

血
圧
測
定、

血
液
検
査
(肝

臓
機
能
、

コ
レ
ス
テ

ロ
ー

ル
)

マ
そ
の
他
・:
料
金
は
無
料
で
す
。
な

お
、
病

(医
)
院
な
ど
で
今
年
四

月
以
後
受
診
済
み
の
人
、
循
環
器

か
ら
し
ハ
時

と
こ
ろ

:
上
町
駅
前
信
令
ギ
‘
ャ
ラ
リ

十
月
卜
二
日
間
か
ら
十
八
日
出
ま

で
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。
こ
れ
は
、

系
の
法
制

hn
で
出
同
様
侃
申
，
の
人
は
臨
怖
さ

宇
A
V

十

v
。

対
象
者

'
四
十
歳
以
上
の
入
。
五
十

歳
以
上
で
、
次
の

い
ず
れ
か

に
該

当
す
る
人
は
特
に
お
勧
め
し
ま
す
。

①

一
日
に
崎
、っ
煙
車
の
本
数
〕

×

〔
喫
煙
年
数
〕
が
六
百
以
上
のた

ん

人

②
最
近
三
か
月
以
内
に
血
壊

の
出
た
人

③

一
か
月
以
上
続
く

せ
き
や
震
が
出
て
い
る
人

④
重

ク
ロ
ム
酸
、
石
綿
な
ど
を
扱
う
職

場
に
い
る
人
ま
た
は
い
た
人
⑤

家
族
に
肺
が
ん
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
人

検
査
方
法
・
:
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
、

か
く
疾
細
胞
診

受
診
料
・・・千円

86 
生 生
き活

を?活 空
聞きふ
きま斗
まつ頑
すり

肺
が
ん
検
診

受
診
者
を

追
加
募
集
し
ま
す

措
明
暗
伊
ロ
u
F

認
悼

。

中
l

J

同
月
し
ム
判
別
ド
」戸
弘
ロ
附
山

J

白
川
台

を
巡
回
し
て
実
施
。
戸
申
込
者
に

は
個
人
通
知
に
よ
り
受
診
の
日
時

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

申
込
方
法
;
・住
所
・
氏
名

・
年
齢
・

職
業

・
一
日
の
喫
煙
本
数
・
喫
煙

年
数
を
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
保

健
予
防
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
予
定
人
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
)

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

八
月
十
六
日
付
の
本
紙
で
、
肺
が

ん
検
診
の
受
診
者
を
募
集
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
予
定
人
員
に
若
干
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
追
加
募
集
を
し
ま
す
。

ー(11)- 一 昭和61年10月1日 広報う

月日 検 診 会場 対象地区 検 診 時間

101(Q)金井 1:、J、 民館 神科 地 区 前10:00-10: 30 

月 。上野が丘公民館 11 11: 00-11: 30 
8 

豊殿 地 区 後 1:00-1 : 30 日 @下郷生活改善センター
(水)

。町 吉 田 公 民 館 11 2: 00-2: 30 

10 。東部地区防災セ ンター 旧市内 前10:00-10: 30 

月 @踏 入 ~、i ぷzb三、 今五Fニ 11 11:00-11:30 
9 

神 川 地区 後 1:00-1 : 30 日 @黒坪公民館
(柄

。大 屋 rιA、 ~コ~令:li!ニF 11 2: 00-2: 30 

% 。農協秋和出張所 秋和 地 区 前10:00-10: 30 

(土)。川 西 支 所 川 西 地 区 11: 00-11: 30 

1月0 
。東塩田老人集会場 塩団 地 区 円ijl0:00-10: 30 

。塩田母子健康セ ンター 11 11: 00-11: 30 
13 

会 館 後 1:00-1 : 30 日 。西塩 田 11 

次 (月)
。川西社会福祉セ ンター 川 西 地 区 2: 00-2: 30 

中食 10 
@川 辺町 会 館 川 辺 地 区 円ijl0:00-10: 30 

月 。泉 田 公民館 泉田 地 区 11: 00-11: 30 
14 

雪"人1;::; 日 @小 泉 区 民 会 館 川 西 地 区 後 1:00-1: 30 
(刈

。相 染 間 塩田 地 区 2: 00-2: 30 

。三 好 田] 会館 城下 地 区 前10:00-10: 20 

10 。中 之 条公 会堂 11 10: 40-11: 00 
月
15 。鍛冶町 会 館 旧市内 11: 30-12: 00 
日

。上田市文化セ ンター 後 1:30-1 : 50 (水) 11 

。上川原柳田I公会 堂 11 2: 10-2: 30 

1月0 
。塩尻地区公民館 塩尻 地 区 前10:00-10: 30 

。常 磐 田I自治 会 館 旧市内 11: 00-11: 30 
16 
日 @新 屋 ぷ:z:入L 館 11 後:1: 00-1 : 30 
(剥

。新 田 区 民 会 館 /1 2: 00-2: 30 

。市役所保健セ ンター 旧市内 前 9:30-10:40
司ーー， 司 ---ー ーーーーー ー-ーー ーーーーーーーーーー---------ーー -ーーー ーーーー ーーーーーー --------------------

1月0 上 野が丘公民館 全 市 内 11: 10-11: 30 

17 黒 坪公民館 11 1&1 :00-1 :20 
日

次 働
好町会館 " 1:50-2:10 

)1/ 辺 町 会 館 " 2: 30-2: 50 
検

11月0 8 
塩田母子健康セ ンター 全 市内 前9:30-9: 50 

舌ロラ人

川西社会福祉セ ンター 11 10: 20-10: 40 

出日 市役所保健セ ンター 11 11:10-11:40 

第二次・三次結核レントゲン 日程表

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
上
田
支
部

宮
⑮
2
7
4
8

すJ
W

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
上
田
支
部
で
は
、

行

「前
生
き
活
き
ま

つ
り
」
を
次
の
と

恥
お
り
開
催
し
ま
す
。

「食
べ
る
人
」

同
の
願
い
を

「
つ
く
る
人
」
と
直
接
手

都

を
結
び
、
共
同
で
開
発
し
て
き
た
成

潜
果
を
発
表
し
ま
す
。

官

と

き

・:
十
月
-一
十
六
日
田

・
午
前

哨

十

一
時
か
ら
午
後
三
時

ふ

と
ニ
ろ
・:
上
田
創
造
館
(
体
育
館
)

引
い
お
よ
び
長
池
公
園

場

内

容

:・
産
直
品
コ
ー
ナ
ー
、
手
作

全の

り
模
擬
庖
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
福

nHドα
祉
団
体
協
賛
に
よ
る
わ
た
ぼ
う
し

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど



け
て
い
な
い
子
供
さ
ん
も
お
受
け
く

だ 昭和61年10月1日一一(12)ー

九
月
の

二
回
目
に
続
き
、

三
回
目

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
別
表
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な

る
皆
き
ん
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
九
月
に

一
回
目
の
接
種
を

お
受
け
に
な
っ
た
子
供
さ
ん
も
、
予

備
臼
を
含
め
ま
す
と
三
回
で
き
ま
す

の
で
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。
二
期
の

対
象
者
で
、
ま
だ
二
期
の
接
種
を
受

え広報う

い………………………
総
支
…
や
み

(
八
月
三
十

一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

....~ 967号

右
H

相
以
-

M

レ
ι庁
ι芳、
J
ん

作
品
弘
同
¢
百
回
川
虫
、
J

ル

τー噌湘

野郷

だ
さ
い
。

61年度(前期)三種混合予防接種目程表

t暴 名
実施日

対象地区~ 三
3回目

上田市保健セ ンタ ー 中央・北部地区
(市役所南庁舎 2階) 10/15(水)

上 野が丘公民館 神科・豊殿地区

上田市保健センター 南部・西部地区
(市役所南庁舎 2階)

川西社会福祉セ ンタ ー 10/17(金)川西地区

町会館
川辺地区

)11 辺
泉田地区の福田・ 吉田

塩田母子健康センター
10/23(木)

塩田地区

神川地 区公民館 神川地区

上田市保健センター 東部・塩尻地区
(市役所衛庁舎 2階)

10/24(金)
城下地区

三 好町会'館
泉回地区の半過

上田市保健センタ ー
東部・西部・南部・中央・

11/13(木)北部・塩尻・神科・ 豊殿・
(予備日) 神川地区

上回市保健センタ ー
11/14後)川城岸下，地・川区辺 ・泉田 ・塩田・ I

(予備日)

一
之
瀬
末
次
さ
ん

近
藤
義
秋
さ
ん

藤
沢
マ
ツ
さ
ん

永
井
な
が
子
さ
ん

山
本
国

一
さ
ん

小

松

米

さ

ん

萩
原
つ
る
の
さ
ん

清
水
道
子
き
ん

佐
藤
と
志
子
さ
ん

山
崎
信
子
さ
ん

池
田
今
朝

一
さ
ん

土
屋
正

一
さ
ん

宮
沢
吉
春
さ
ん

A
H
1
ル
ザ
川
地
問
問
品
川

R
C
Jん

踏

入
泉

平

大
久
保

鈴

子
下
之
郷

吃

尺
j

j

 

山

口

蛇

沢
鍛
冶
町

三
好
町

上

堀

下
室
賀

γ
且

加

加

緑
が
丘

五七五七 八 七 四八九七七七七八
八四 一七六六 八七 一 九四 九九 七

臼
津
仁
一
郎
さ
ん

山
本
昌
男
さ
ん

渡
溢
善
隆
さ
ん

工

藤

章

さ

ん

宮
島
杉
世
さ
ん

山
口

叫
ち
よ
さ
ん

宮
島
重
男
さ
ん

宮
下
る
め
の
さ
ん

竹
内
か
つ
の
さ
ん

西
津
員
知
さ
ん

山
岸
は
る
さ
ん

沓
掛
義
雄
さ
ん

春
原
り
よ
子
さ
ん

山
重
量
平
さ
ん

上
塩
尻

踏

入
桜

台
下

組

中
常
国

八
木
沢

三
好
町

中

村

東
前
…山

中

村

諏
訪
部

下
塩
尻

上
塩
尻

τr
旧制

八七九七 五 七八八七七七七五 O
二二 O二四 八六五六七 一 六三二

※時間は、各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

「
心
の
健
康
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
9
0

日
程
:
-
V
十
月
十
七
日
働

・
午
後

一
時
1
三
時
三
十
分

1
上
田
市
役

所
保
健
セ
ン
タ
ー
(
南
庁
舎
二
階
)

V
十

一
月
二
十

一
日
働
・
午
後

一

時

l
三
時
三
十
分

1
上
田
市
城
南

解
放
会
館

相
談
内
容
・
:
寝
つ
き
が
悪
い
、
い
つ

も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
気
持
ち
が
沈

み
が
ち
で
あ
る
、
お
子
さ
ん
に
つ

田

中

綾

子

さ

ん

中

之

条

塚

原

志

川

さ

ん

伊

勢

山

田

中

か

ね

さ

ん

長

島

宮

島

健

治

き

ん

三

好

町

柄

津

重

正

さ

ん

森

小
川
シ
ノ
さ
ん
下
紺
屋
町

竹

内

聴

太

郎

さ

ん

倉

升

村

山

は

る

さ

ん

下

之

郷

菅
原
ま
き
さ
ん
富
士
見
台

山
田
聴
四
郎
さ
ん
鍛
冶
町

竹

内

清

之

さ

ん

山

田

若

林

け

き

き

さ

ん

中

野

饗

場

久

子

き

ん

伊

勢

山

地
時
選
陣
デ

ι;也
拘
C
Jん

下

且

加

叫

下、 市

受けな

豊殿保

印象的

い
て
(
落
ち
着
き
が
な
い
、

学
校

へ
行
く
の
を
い
や
が
る
、
家
族
に

乱
暴
す
る
)
な
ど

担
当
医
師
・
・
・
国
立
小
諸
療
養
所
副
院

長
・
木
田
富
士
雄
先
生

申
込
先
・
・
・
保
健
予
防
諜

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
九
月
十
六
日
発

行
・
第
九
百
六
十
七
号
に
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
わ
び
し
ま
す
。

①
三
ペ
ー
ジ、

一
段
目
の
「
V
上
回

バ
イ
パ
ス
」
中
、
「
上
田
駅
大
屋
線
」

を
「
上
田
駅
大
星
線
」
に
。
②
四
ペ

ー
ジ
、
三
段
自
の

「村
上
ま
ち
よ
さ

ん
」
を
「
村
山
ま
ち
よ
さ
ん
」
に
。

七四九八七九八七八七六七 九八
八四一 0二 五七二五一八四四一

清
水
せ
き
の
さ
ん
上
常
田

杵
山
吉
三
郎

さ

ん

染

屋

西

津

贋

さ

ん

材

木

町

川
井
堅

一

さ

ん

五

加

西

傾

キ

ミ

さ

ん

下

之

郷

平

尾

ひ

き

さ

ん

原

町

岩

井

貞

雄

さ

ん

下

組

春

日

ゆ

き

さ

ん

院

内

字
梶
治
三
郎
き
ん
南
天
神
町

小

林

登

志

さ

ん

馬

場

町

松

漆

弘

さ

ん

保

野

保

屋

野

勇

さ

ん

五

初

室

賀

千

里

さ

ん

下

組

宮
津
今
緋
吐
き
J

九

下

室

賀
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